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ａを正の定数とする。放物線Ｃ：ｙ＝ａｘ 2 と反比例のグラフＤ：ｙ＝ａ/ｘ（ｘ＞０）の交点を
Ａとする。上図のようにＣ上でＡより左側に点Ｐ、右側に点Ｑをとり、直線ＰＱとＤの交点をＲ
とする。点Ｐ、Ｑのｘ座標をｐ、ｑとする。直線ＰＱの傾きがＣ、Ｄの比例定数ａと等しく、Ｒ
が線分ＰＱの中点となるとき、次の問いに答えよ。

 

（１）
点Ａの座標をａを用いて表せ。

（２）
ｐ＋ｑの値を求めよ。

（３）
点Ｒの座標をａを用いて表せ。

（４）
ｐ、ｑの値をそれぞれ求めよ。

（５）
ＡＰ＝ＡＱとなるとき、ａの値を求めよ。
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